



































長崎県下では、近年、 1982年 7月長崎大水害(長崎豪雨災害)、 1987年8月台風第 12号災害、 1991














































































および被害額 3，150億円の大災害が発生した。長崎市付近では 1時間当たり 100阻前後の強雨が3時間












⑤ 1991年 9月台風第 19号
9月 27日五島灘を北上した大型で非常に強い台風は勢力を保ったまま、 16時過ぎに佐世保市の南に
上陸し、県内で死者5人、電柱や送電鉄塔の倒壊、家屋、農作物等に大きな被害を与えた。最大瞬間風



















③ 1990年 11月 17日....195年 5月の噴火





























① 1792年 5月 21日の地震と眉山の崩壊
普賢岳の噴火活動の末期に地震(M6.4)が発生した。詳しくは火山災害の項を参照されたい。
② 1922年 12月8日の島原地震・千々石(橘)湾地震(2回)



































1657年 1月 3日(明暦 2. 11. 9) 





M6.0 I藷所破損多し1725年 11月8・9日(享保 10.10. 4、5)I肥前・長崎
1730年 3月 12日(享保 15. 1. 24) 対馬
1792年 5月 21日(寛政4. 4. 1)雲仙岳
ところどころ石畳を損じる
M6.4 I島原大変肥後迷惑
1828年 5月 26日(文政 11. 4. 13) 
1922年 12月 8日(大正 11)
1984年 8月6日(昭和 59)
長崎 IM6.0 I出島の石垣が崩れる
千々石湾 IM6.91死者 26人、負傷者 39人
島原半島西部 IM5.7 I小浜町で一部損壊 53棟
一部では震度6の烈震となっており、死者 23人の被害を受けた。後者は半島西南部の小浜町付近で震
度 4"-'5と推定されている。この 2回の地震で死者 26名となり、被害家屋は 2，000棟を超えた。この死
者の数は九州で発生した地震による被災者として最大である。
③ 1984年 8月 6日の島原半島西部の群発地震
17時 28分から群発地震が始まりその日の 24時までに 197回の有感地震(最大M5.7)が発生した。最
大震度は 5で小浜町や千々石町で家屋の一部破損および墓石の転倒があった。





























内 島原沖断層群 6.8 
橘湾西部断層帯 6.9 
大村一諌早北西付近断層帯 7.1 










































表・3 建物の大破棟数(揺れ、液状化、斜面崩壊による被害) 全棟数 654，296棟
想定地震の震源 揺れ 液状化 斜面崩壊 合計(%)
雲仙地溝北縁断層帯 18，705 239 361 19，305 (3.0) 
雲仙地溝南縁東部断層帯と
西部断層帯の連動(南縁連動)
33，389 290 583 34，262 (5.2) 
島原沖断層群 1，476 32 10 1，518 (0.2) 
橘湾西部断層帯 298 76 178 552 (0.1) 
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